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（11）　DfES, http://www.think-global.org.uk/resources, ʻʻDeveloping the Global Dimension in the School Curriculumʼʼ, 
2005.
（12）　Chrissie Dell, ʼʼThe Global Dimensions in the Early Years Settingʼʼ, http://www.centreforglobaleduction.org/
図１　グローバル側面とは何か？




































































































































クラス年齢 合計人数 外国籍子ども数 国　　　籍




３歳児クラス 21人 ２人 米国国籍女児１名，米国・フランス国籍女児１名
２歳児クラス 16人 １人 日本・米国国籍男児１名
１歳児クラス 11人 ０人
０歳児クラス  11人 １人 中国籍男児1名
Ａ園の聞き取りを元に筆者作成
表４　Ａ園の１日
7:00 9:30 11:30 13:00 15:00 16:30 19:00
随時登園自由遊びおやつ 室内・戸外遊び設定保育給食 自由遊び午睡 おやつ 自由遊び降園準備自由遊び保育終了
Ａ園のしおりを参考に筆者作成
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者に対してもいつも通りに誰もが振る舞うフレンド
リーさ，外国籍の保護者に伝えることをはっきり伝
え，保育の計画と実践を保育園全員で共通理解する
といったように，複雑化してしまいがちな職務をシ
ンプル化し，必ず実行するということが園で定着し
ていると思われた。
　外国籍の保護者からのクレームもほとんどないと
いうことであった。というのは，説明しなければな
らないことは，相手がわかるまで説明しているの
で，その日のうちに解決することが多いからだそう
だ。
　このような保育が可能なのは佐世保の地域性なの
か，それともＡ園の特徴なのか，まだ明確には断言
できないが，少なくともお二人は米軍基地のある佐
世保として，外国籍の方々との共生ができている
し，せざるを得ないと言われた。
おわりに
　イギリスでは，幼児教育においてグローバル側面
を明確に綿密に行政側が提示し，実践例まで現場の
幼児教育提供者と共有することで，グローバル社会
で生きる子ども達を育てようとしている。一方で，
筆者が今回調査した日本の保育園は，その園の保育
を自然体で行っていた。その園には外国籍の子ども
は決して大勢入所しているわけではないが，それで
もその自然な日本的保育の中で子どもたちは生き生
きと生活していた。イギリスは多民族国家故に，国
家レベルで国際理解とグローバル化を主導せざるを
えないのであろう。しかし，日本では，調査した保
育園をみる限り，その園独自で国際理解の取り組み
の試行錯誤を重ねていっている。多くの日本の保育
所・幼稚園では，それぞれがそれぞれの幼児教育の
場で行う国際理解の取り組みになっているのではな
いかと推測する。しかしながら，調査した保育園か
ら学ぶことがある。それは，その園が実践されてい
た外国籍の子どもと保護者にも，日本人同様に対応
するということである。そこには「対等」という理
念が存在している。しかしその「対等」は全てを受
け入れるという「寛容さ」があってのことと考えら
れる。イギリスの教育についても本論で見たよう
に，エスニック・マイノリティを寛容に受け入れる
試みを繰り返し，かつ対等の理念で今は共にグロー
バル化に向けて歩もうとしている。この「寛容」と
「対等」のバランスを取ることが，グローバリゼー
ションの鍵になるのではと考える。今回は１つの保
育園での取り組みの事例にとどまったが，これが日
本の幼児教育のグローバリゼーションであると明確
⑵　言葉の壁に対する配慮
　言葉に関しては，外国籍の子ども達の方が園生活
の中で日本語を習得していくことが早いので，保育
士と外国籍の子どもとの関わりにおいても，保育士
と外国籍の保護者との関わりにおいても，日本語が
少しできる外国籍の子どもに助けてもらうというこ
とであった。しかし，そのような状況でも十分保育
が行われているとのことであった。
⑶　外国籍の保護者への配慮
　外国籍の保護者に対しては，理解してもらうまで
しっかり説明することを心がけているそうである。
外国籍の保護者はわからないことは質問してくるの
で，保育園側としてはそのことも助かるし，保護者
が理解するまで一生懸命説明されるということで
あった。説明は大変重要であるとお二人とも強調さ
れた。
⑷　日本の保育所の柔軟性
　基地内にも幼稚園があるらしいが，そちらは遅刻
したりすると子どもを預からないため，フレキシブ
ルに子どもを預かる日本の保育園に，外国籍の保護
者は感謝しているそうである。しかし，依存関係に
なってもいけないので，保護者との距離感には配慮
しているそうである。
⑸　個別の指導計画と保育士全体との共通理解
　主任と保育士が大変効果を実感されたのが，外国
籍の子どもの個別の指導計画である。拝見させて頂
くと，Ａ４一枚のサイズに担当保育士が考える５領
域，１か月の子どもの姿，食育，その他について綿
密に記述してあった。この個別の指導計画における
５領域の設定については，最初は担当保育士が外国
籍の子どもも含めて一人ひとりの子どもに合わせて
作っていたそうである。しかしこれがとても大変な
ので，保育士全員で話し合って，５領域は子ども一
人ひとりではなくクラスごとに設定したそうであ
る。それによって保育士の記録の負担が減るどころ
か，クラスの中で子ども達に共通に５領域の設定が
できるようになったため，クラスでの保育の効果が
目に見えてわかり出したということである。また，
子どもとの関わりについては，毎日午後の決まった
時間に保育士全員が集まり，報告と共通理解を図っ
ているそうである。
　お二人の話を聞いていると，普段通りの保育をし
ているだけだと何度も言われた。筆者が感じるＡ園
の印象は，「オープン」，「フレンドリー」，「シンプ
ル」であるということである。外国籍だからといっ
て特別扱いせず日本人同様に子どもにも保護者にも
対応するオープンさ，外国籍の子どもに日本人の子
どもに対するのと同様の保育を行い，外国籍の保護
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に言及できるものが見つかるまで，少なくともイギ
リスの幼児教育との比較を更に重ね，グローバリ
ゼーションという世界共通の課題についての両国の
取り組みを今後も考察していくことを課題とした
い。
坂　本　真由美
